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10・11月号

○
常
世
田　

好
晴
（
七
十
二
）

　

元
鹿
島
南
部
消
防
本
部

　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
三
年

　

千
葉
県
銚
子
市
八
木
町
在
住

○
猪
瀬　

正
男
（
八
十
二
）

　

元
北
浦
村
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
七
年

　

行
方
市
次
木
在
住

○
弓
野　

政
一
（
七
十
二
）

　

元
十
王
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

五
十
二
年

　

日
立
市
十
王
町
在
住

○
奥
井　

昌
夫
（
六
十
九
）

　

元
茨
城
町
消
防
団　

分
団
長

　

消
防
歴　

四
十
年

　

東
茨
城
郡
茨
城
町
小
幡
在
住

○
小
貫　

一
雄
（
七
十
三
）

　

元
ひ
た
ち
な
か
市
消
防
団

　

分
団
長

　

消
防
歴　

四
十
一
年

　

ひ
た
ち
な
か
市
東
本
町
在
住

○
小
澤　

勇
（
八
十
）

　

元
常
陸
太
田
市
消
防
団

　

分
団
長

　

消
防
歴　

三
十
九
年

　

常
陸
太
田
市
里
野
宮
在
住

○
塩
入　

得
夫
（
七
十
五
）

　

元
鹿
嶋
市
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

鹿
嶋
市
宮
中
在
住

○
田
山　

仙
市
（
八
十
一
）

　

元
小
川
町
消
防
団　

分
団
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

小
美
玉
市
飯
前
在
住

○
宮
本　

脩
（
七
十
七
）

　

元
つ
く
ば
市
消
防
団

　

副
団
長

　

消
防
歴　

五
十
三
年

　

つ
く
ば
市
栗
原
在
住

○
武
藤　

實
（
八
十
三
）

　

元
常
澄
村
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

四
十
八
年

　

水
戸
市
東
前
町
在
住

○
本
橋　

廣
司
（
七
十
三
）

　

元
水
海
道
市
消
防
団

　

副
団
長

　

消
防
歴　

四
十
四
年

　

常
総
市
長
助
町
在
住

　

今
年
度
の
理
事
研
修
会
は
、

災
害
対
応
で
最
も
頻
度
の
高
い

『
水
害
に
学
ぶ
』
と
し
て
、
十
月

二
十
九
日
〜
三
十
一
日
に
か
け
て

水
害
の
常
習
地
で
あ
る
鹿
児
島

県
と
宮
崎
県
を
協
会
の
理
事
等

二
十
七
名
の
関
係
者
が
視
察
し
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
薩
摩
川
内
市

消
防
局
に
お
い
て
「
平
成
十
八
年

七
月
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
に
お
け

る
被
害
と
消
防
団
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
資
料
や
ス
ラ

イ
ド
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
水
害
は
、
薩
摩
川
内
市
が

平
成
十
六
年
に
一
市
四
町
四
村
が

合
併
し
て
は
じ
め
て
体
験
す
る

水
害
で
あ
り
、
ま
た
昭
和
五
十
一

年
以
来
三
十
年
ぶ
り
の
大
水
害
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
現
場

対
応
を
後
生
に
残
す
た
め
、
全
消

防
職
団
員
に
意
見
を
募
り
冊
子
に

残
す
こ
と
と
し
た
、
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

特
に
危
険
が
迫
り
く
る
中
で
、

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
て

も
、
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い

住
民
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

宮
崎
県
で
は
、
西
臼
杵
郡
日
之

影
町
役
場
に
お
い
て
「
平
成
十
七

年
台
風
十
四
号
に
お
け
る
被
害
と

消
防
団
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
水
害
は
、
災
害
対
策
本
部

秋の叙勲・褒章

日之影町役場で説明を聞く消防協会理事

平成20年

　

平
成
二
十
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
者
が
十
一
月
三
日
に
総
務
省

か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
が

十
一
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

が
十
四
名
、
藍
綬
褒
章
が
二
名
、

合
計
二
十
七
名
の
皆
様
が
受
章
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
一

月
六
日（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）、

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
十
一
月

十
四
日
（
日
本
青
年
館
）、
秋
の

褒
章
が
十
一
月
十
八
日
（
ル
ポ
ー

ル
麹
町
ホ
テ
ル
）、
そ
れ
ぞ
れ
実

施
さ
れ
、
同
日
の
午
後
に
は
、
皇

居
内
に
お
い
て
拝
謁
も
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た

る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、
心

か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

以
下
、
順
不
同
に
て
受
章
者
の

略
歴
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（　

）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

○
大
関　

清
（
六
十
七
）

　

元
水
戸
市　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

四
十
二
年

　

水
戸
市
松
が
丘
在
住

○
大
山　

正
行
（
七
十
四
）

　

元
ひ
た
ち
な
か
市

　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

ひ
た
ち
な
か
市
東
大
島
在
住

○
鏑
木　

隆
（
六
十
七
）

　

元
稲
敷
広
域　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

三
十
九
年

　

龍
ヶ
崎
市
在
住

○
川
﨑　

四
郎
（
七
十
五
）

　

元
日
立
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年

　

日
立
市
留
町
在
住

○
川
﨑　

忠
志
（
六
十
八
）

　

元
ひ
た
ち
な
か
市

　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

四
十
年

　

ひ
た
ち
な
か
市
大
字
馬
渡
在
住

○
今
野　

誠
一
（
六
十
七
）

　

元
新
治
広
域　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
年

　

石
岡
市
下
林
在
住

○
櫻
井　

勉
（
六
十
八
）

　

元
稲
敷
広
域　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

龍
ヶ
崎
市
大
徳
町
在
住

○
品
川　

守
（
六
十
六
）

　

元
土
浦
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
年

　

土
浦
市
東
城
寺
在
住

○
高
野　

輝
明
（
六
十
七
）

　

元
土
浦
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
年

　

土
浦
市
神
立
町
在
住

○
中
村　

良
功
（
七
十
五
）

　

元
鹿
島
南
部　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
年

　

千
葉
県
銚
子
市
海
鹿
島
町
在
住

○
萩
谷　

勝
男
（
七
十
三
）

　

元
日
立
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
二
年

　

日
立
市
南
高
野
町
在
住

○
松
田　

敏
夫
（
七
十
三
）

　

元
常
総
広
域　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
六
年

　

常
総
市
諏
訪
町
在
住

○
村
田　

秀
男
（
七
十
八
）

　

元
鹿
島
南
部　

消
防
司
令
長

○
澤
畑　

浩
行
（
六
十
二
）

　

現
ひ
た
ち
な
か
市
消
防
団

　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
二
年

　

ひ
た
ち
な
か
市
足
崎
在
住

○
齋
藤　

直
春
（
六
十
二
）

　

現
五
霞
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

五
霞
町
大
字
元
栗
橋
在
住

　

消
防
歴　

三
十
六
年

　

神
栖
市
土
合
南
在
住

○
森
戸　

要
範
（
六
十
八
）

　

元
石
岡
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
九
年

　

石
岡
市
若
宮
在
住

で
あ
る
役
場
の
一
階
部
分
が
水
没

す
る
程
の
、
過
去
に
類
を
見
な
い

大
水
害
で
あ
り
、
隣
接
す
る
高
千

穂
町
で
は
四
名
の
犠
牲
者
が
発
生

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死

者
負
傷
者
が
発
生
し
な
か
っ
た
の

は
、
消
防
団
が
日
頃
か
ら
地
道
な

活
動
を
積
み
重
ね
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
避
難
態
勢
を
築
き
、
早

期
に
避
難
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
と

聞
き
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

藍
綬
褒
章

『
水
害
に
学
ぶ
』

平
成
二
十
年
度

理
事
研
修
会
（
九
州
地
方
）

平成21年１月15日（隔月１回15日発行）
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実
し
た
発
表
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
阿
見
町
女
性
消
防
団

員
九
名
に
よ
る
火
災
予
防
寸
劇

「
危
機
管
理
感
覚
を
育
て
る
ア
メ

リ
カ
の
防
火
教
育
」
と
題
し
て
幼

児
を
対
象
と
し
た
演
劇
を
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
劇
は
、
自
ら
が
火
災
な

ど
危
険
な
事
に
あ
う
状
況
を
想
定

す
る
お
話
し
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

幼
児
教
育
で
行
っ
て
こ
な
か
っ
た

方
法
を
大
胆
に
取
り
入
れ
、
実
際

に
役
立
つ
方
法
を
具
体
的
に
解
り

や
す
く
発
表
さ
れ
、
他
の
女
性
消

防
団
員
に
と
っ
て
今
後
の
予
防
活

動
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
女
性
の
元
気
が　

こ

の
ま
ち
の
元
気
」（
副
題
：
女
性

消
防
団
の
活
動
事
例
と
結
成
効

果
）
と
題
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
勿
論
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
本
県
女
性
消
防
団
の

相
談
役
で
東
京
都
赤
羽
消
防
団

団
本
部
分
団
長
の
小
澤
浩
子
さ
ん

で
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
団
長
歴

十
二
年
女
性
消
防
団
結
成
八
年
の

経
験
豊
か
な
河
内
町
消
防
団
の
平

川
団
長
、
団
歴
四
十
七
年
で
団
長

歴
一
年
・
女
性
消
防
団
結
成
一
年

の
那
珂
市
消
防
団
の
海
野
団
長
、

団
歴
五
年
の
牛
久
市
消
防
団
の
神

野
喜
代
子
班
長
、
団
歴
三
年
の
常

陸
太
田
市
消
防
団
の
会
沢
み
つ
る

班
長
、
同
じ
く
団
歴
三
年
の
ひ
た

ち
な
か
市
消
防
団
の
田
村
静
子
団

員
を
配
し
、
約
一
時
間
に
わ
た
り

女
性
消
防
団
の
活
動
や
体
験
・
住

民
の
反
応
・
女
性
消
防
団
の
結
成

効
果
や
苦
労
話
な
ど
、
小
澤
さ
ん

の
巧
み
な
リ
ー
ド
で
お
話
し
が
聞

け
、
ア
ッ
と
い
う
間
の
一
時
間
で

し
た
。

　

第
二
部
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

会
場
を
二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移

し
軽
食
を
取
り
な
が
ら
の
意
見
交

換
会
で
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
県
の
幹
部

と
し
て
川
俣
副
知
事
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
永
見
危
機
管
理
監
等

　

今
年
度
の
標
記
大
会
が
十
月

十
二
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
自
治
体
消
防
制
度

六
十
周
年
記
念
大
会
と
称
し
て
実

施
し
た
こ
と
か
ら
、
会
場
も
例
年

の
横
浜
訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら
変
更

し
、
前
日
に
は
麻
生
総
理
大
臣
や

消
防
応
援
団
と
し
て
、大
沢
啓
二
・

菅
原
文
太
・
水
前
寺
清
子
・
田
中

邦
衛
・
徳
光
和
夫
さ
ん
等
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
激
励
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
め
て
の
企
画

と
し
て
隣
接
す
る
屋
内
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
地
域
総
合
防
災
力
展
」

を
同
時
開
催
し
消
防
関
係
者
以
外

の
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
観
衆
は
約

三
千
五
百
人
と
な
り
、
本
県
代
表

　

今
年
度
は
、
現
在
の
自
治
体
消

防
制
度
が
昭
和
二
十
三
年
に
確
立

さ
れ
て
六
十
周
年
に
な
る
こ
と
か

ら
、
本
県
の
記
念
事
業
と
し
て
三

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
十
月
二
日
に
記
念

の
消
防
大
会
を
実
施
し
、
特
別
表

彰
と
し
て
各
消
防
団
及
び
本
部
か

ら
任
意
に
優
良
消
防
職
・
団
員
を

人
数
規
模
に
応
じ
て
一
人
か
ら
三

人
を
推
薦
い
た
だ
き
表
彰
し
、
財

政
厳
し
い
折
で
し
た
が
記
念
品
と

し
て
、
霞
ヶ
浦
に
注
入
す
る
河
川

で
養
殖
し
て
い
る
茨
城
県
特
産
の

淡
水
真
珠
「
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
と
カ

フ
ス
ボ
タ
ン
セ
ッ
ト
」
を
奮
発
し

ま
し
た
。

　

第
二
弾
が
十
一
月
十
五
日
実
施

の
消
防
操
法
中
央
大
会
で
し
た
。

編 

集 

後 

記

で
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
の
大

子
町
消
防
団
は
、
こ
の
観
衆
に
ひ

る
む
こ
と
な
く
三
番
目
に
見
事
な

操
法
を
披
露
し
、
昼
食
休
憩
ま
で

ト
ッ
プ
を
維
持
し
、
も
し
か
し
て

念
願
の
優
勝
を
も
期
待
さ
せ
る
出

来
ば
え
で
し
た
が
、
結
果
的
に
は

第
六
位
・
優
良
賞
（
総
合
得
点

八
十
五
・
五
点　

タ
イ
ム
四
十
四

秒
三
一
）
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
個
人
賞
と
し
て
三
番

員
の
木
澤
浩
史
選
手
が
、
各
番
員

毎
の
最
も
優
秀
な
選
手
を
表
彰
す

る
「
優
秀
選
手
賞
」
に
輝
き
ま
し

た
。

　

大
子
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
い
間
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　

消
防
協
会
と
し
て
も
、
長
い
間消防ポンプ操法大会中央大会における見事な操法
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選
手
の
皆
様
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
、
ご
家
族
・
地
域
・
指
導
者
・

晴
れ
で
、
満
を
持
し
て
い
た
地
区

大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
が
続
々
と
会

場
入
り
し
、
開
会
式
に
は
最
近
の

政
治
情
勢
を
反
映
し
て
多
く
の
国

会
議
員
が
出
席
す
る
中
、
団
長
及

び
選
手
同
士
も
早
く
も
火
花
を
散

ら
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
ま
し

た
。

　

競
技
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
か
ら

　

今
年
度
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
は
、
自
治
体
消
防
制
度
六
十
周

年
を
記
念
す
る
茨
城
県
の
三
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
県
内
七
地
区
で

行
う
地
区
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー

ム
に
よ
る
中
央
大
会
が
十
一
月

十
五
日
に
消
防
学
校
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
秋

成
十
八
年
度
の
全
国
大
会
で
準
優

勝
に
輝
い
た
常
総
市
石
下
消
防
団

が
、
そ
つ
の
な
い
円
熟
し
た
競
技

を
披
露
し
、
観
衆
か
ら
大
き
な
称

賛
を
得
ま
し
た
。

　

次
に
、
休
憩
を
挟
ん
で
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
し
た
が
、
こ
の
部
は

実
施
地
区
が
五
地
区
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
一
地
区
が
辞
退
し
た
た

め
四
消
防
団
と
少
し
寂
し
い
状
況

で
し
た
が
、
い
ず
れ
の
チ
ー
ム
も

優
劣
付
け
が
た
い
操
法
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
別
表
の
と
お
り
で
し

た
。
選
手
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

始
ま
り
、
最
初
に
県
北
地
区
優
勝

の
常
陸
大
宮
市
消
防
団
が
緊
張
の

内
に
も
落
ち
着
い
た
競
技
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

三
番
目
に
出
場
し
た
県
南
南
部

地
区
優
勝
の
取
手
市
消
防
団
は
、

驚
異
的
な
タ
イ
ム
で
競
技
し
て
参

加
者
か
ら
早
く
も
優
勝
候
補
と
の

声
が
出
る
中
、
五
番
目
に
は
、
平

全国消防操法大会において見事な操法を披露する大子町消防団

　

出
場
資
格
が
地
区
大
会
優
勝
団

で
し
た
の
で
、
全
チ
ー
ム
に
カ
ッ

プ
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

第
三
弾
が
記
念
誌
で
す
。
現
在

編
集
作
業
を
し
て
お
り
二
月
頃
に

は
配
付
す
る
こ
と
で
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

　

記
念
誌
は
残
念
な
が
ら
有
償
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
約
八
百

部
の
購
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
予
定
ど
お
り
低
価
格
で

販
売
で
き
そ
う
で
す
。

　

財
政
が
厳
し
く
と
も
、
今
後
と

も
手
間
暇
惜
し
ま
ず
（
今
年
度
某

職
員
は
年
休
や
代
休
を
一
日
も
取

得
し
て
ま
せ
ん
）
工
夫
し
て
皆
さ

ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

一
昨
年
の
総
会
（
理
事
会
・
評
議

員
会
）
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
女
性
消
防

団
の
活
動
事
例
等
を
紹
介
し
な
が

ら
、
女
性
消
防
団
の
結
成
を
促
進

し
、
併
せ
て
県
内
の
女
性
消
防
団

員
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
昨

年
に
引
き
続
き
本
大
会
を
十
一
月

二
十
七
日
に
県
庁
九
階
の
講
堂
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
最
初
に
日
本
消
防

協
会
の
秋
本
理
事
長
に
「
こ
れ
ま

で
の
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
消
防
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

秋
本
理
事
長
は
、
今
か
ら
十
三

年
前
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震

災
の
直
後
に
消
防
庁
長
官
に
就
任

さ
れ
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
結
成

等
こ
れ
ま
で
に
な
い
消
防
の
施
策

を
構
築
さ
れ
た
ほ
か
、
日
本
消
防

協
会
理
事
長
就
任
後
の
消
防
国
際

会
議
の
開
催
や
、
菅
原
文
太
さ
ん

や
徳
光
和
夫
さ
ん
等
の
芸
能
人
に

よ
る
消
防
団
応
援
団
の
結
成
等
に

尽
力
さ
れ
た
方
で
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
広
範
囲
な
ご
講
義
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
体
験
発
表
と
し
て
、
大
子

町
消
防
団
の
菊
池
香
代
子
さ
ん
が

「
広
報
誌
の
役
割
」
と
題
し
て
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
は
、
団
員
歴
五
ヶ
月

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
旦
那
さ

ん
が
消
防
団
員
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
旦
那
さ
ん
の
団
活
動
を
陰
な
が

ら
支
え
て
き
た
の
で
、
団
活
動
を

良
く
理
解
し
広
報
誌
の
重
要
性
を

的
確
に
捉
え
、
と
て
も
内
容
が
充

小澤さんのリードで様々な話が聞けたパネルディスカッション

　

当
協
会
で
は
、
男
女
共
同
参
画

型
社
会
の
形
成
を
受
け
、
女
性
の

特
性
を
活
か
し
た
独
居
老
人
宅
の

住
宅
防
火
診
断
や
、
救
命
講
習
等

で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
女

性
消
防
団
を
県
内
全
域
に
拡
大

し
、
茨
城
県
の
消
防
団
業
務
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
毎
年

減
少
し
て
い
る
消
防
団
確
保
対
策

に
資
す
る
こ
と
と
し
、『
概
ね
三

年
程
度
で
県
内
全
市
町
村
に
女
性

消
防
団
を
結
成
す
る
』
こ
と
を
、

の
県
幹
部
や
、
秋
本
理
事
長
・
小

澤
講
師
な
ど
に
も
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
食
事
や
飲
食
を
い
た
だ
き

な
が
ら
大
い
に
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
女
性

消
防
団
の
結
成
状
況
は
、
昨
年
ま

で
十
三
団
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今

年
に
な
っ
て
、
那
珂
市
・
筑
西
市
・

北
茨
城
市
・
笠
間
市
の
四
消
防
団

に
設
置
さ
れ
、
更
に
二
十
一
年
四

月
ま
で
に
五
消
防
団
に
設
置
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
は
、
い
よ
い
よ
目
標
の
三

年
目
で
す
。
ま
だ
未
結
成
の
消
防

団
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
是

非
前
向
き
の
ご
検
討
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
当
局
等
多
く
の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

自治体消防制度60周年記念茨城県消防ポンプ
操法競技大会中央大会が盛大に開催される
ポンプ車の部で常総市石下消防団が優勝

小型ポンプの部でかすみがうら市消防団が優勝

第
二
十
一
回

全
国
消
防
操
法
大
会

大
子
町
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
に
お
い
て

優
良
賞
に
輝
く

個
人
で
も
三
番
員
の
木
澤
選
手
が

優
秀
選
手
賞
を
獲
得

第
二
回
の
茨
城
県
女
性
消
防
団

結
成
促
進
大
会
を
開
催

講
師
と
し
て
日
本
消
防
協
会
の

秋
本
理
事
長
と
赤
羽
消
防
団
の

小
澤
分
団
長
が
来
水

自治体消防制度60周年記念茨城県消防ポンプ操法競技大会中央大会結果（団体）

自治体消防制度60周年記念茨城県消防ポンプ操法競技大会中央大会結果（個人）

順
　

位

ポンプ車操法の部 小型ポンプ操法の部

１線延長 ２線延長
消防団名 総得点

操作所要時間
消防団名 総得点 操　　作

所要時間

１ 常総市石下 357  53 66 かすみがうら市 154.5 47

２ 取手市 340.5 51 61 取手市 154  47

３ つくば市 305  50 63 常陸大宮市 149  49

４ 笠間市 304  61 67 神栖市 139.5 46

５ 潮来市 301  55 70

６ 常陸大宮市 299.5 53 65

７ 石岡市 285.5 52 66

優秀選手賞
小型ポンプ操法の部ポンプ車操法の部

消防団名 選手名 消防団名 選手名

指揮者 常総市石下 生井　祐一 取手市 古萱　勝行

１番員 取手市 津川　啓志 かすみがうら市 山内　　聡

２番員 常総市石下 中川　善文 かすみがうら市 中根　隆平

３番員 常総市石下 安田　和伸 常陸大宮市 大森　正人

４番員 常総市石下 山口　幸男

なまい　　ゆういち ふるかや　 かつゆき

やまうち　　　さとし

なかね　　りゅうへい

おおもり　　 まさと

つがわ　　 けいし

なかがわ　  よしのり

やすだ　  かずのぶ

やまぐち　　 ゆきお


